
一
は
じ
め
に

千
葉
工
業
大
学
は
一
九
四
二
年
に
旧
制
の
私
立
工
業
単
科
大
学
と

し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
工
学
部
（
六
学
科
）
、
情
報
科

学
部
（
二
学
科
）
、
社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
部
（
二
学
科
）
の
三
学
部

で
構
成
さ
れ
、
千
葉
県
習
志
野
市
に
二
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
ち
、

学
生
数
は
約
九
四
〇
〇
名
（
大
学
院
を
含
む
）
、
教
職
員
数
約
四
五

〇
名
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
静
脈
認
証
Ｉ
Ｃ
学
生
証
は
学
生
及
び
教
職
員
（
教
職
員
証
）

併
せ
て
約
一
万
人
を
対
象
に
導
入
し
、
新
入
生
は
二
〇
〇
五
年
四
月

か
ら
、
在
学
生
は
七
月
か
ら
、
教
職
員
は
八
月
か
ら
利
用
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

大
学
と
し
て
一
九
九
九
年
か
ら
昼
夜
開
講
制
の
導
入
を
皮
切
り
に

大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎
え
、
学
部
学
科
の
改
組
、
新
設
を
行
い
、

そ
れ
に
伴
い
教
務
の
シ
ス
テ
ム
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
工

業
大
学
と
し
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し

て
教
務
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が
行
わ
れ
、
学
生
に
は
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
履
修

手
続
き
（
一
九
九
九
年
～
）
や
シ
ラ
バ
ス
の
検
索
及
び
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
利
用
（
二
〇
〇
三
年
～
）
な
ど
、
ま
た
教
員
に
は
Ｗ
ｅ
ｂ
で

の
成
績
登
録
（
二
〇
〇
〇
年
～
）
や
シ
ラ
バ
ス
登
録
（
二
〇
〇
三
年

～
）
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
と
利

便
性
を
追
求
し
運
用
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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●
事
例
紹
介

●

千
葉
工
業
大
学
に
お
け
る
静
脈
認
証
Ｉ
Ｃ
学
生
証
の

活
用
と
今
後
に
つ
い
て

小
川
靖
夫

（
千
葉
工
業
大
学
学
生
セ
ン
タ
ー
次
長
）



気
カ
ー
ド
で
十
分
対
応
が
可
能
だ
っ
た
。）

し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
以
降
の
二
年
間
と
い
う
短
い
期
間
の
中
で
、

学
内
外
の
Ｉ
Ｔ
環
境
や
Ｗ
ｅ
ｂ
な
ど
を
利
用
し
た
大
学
か
ら
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
サ
ー
ビ
ス
環
境
の
増
加
に
よ
り
、
学
生
の
Ｉ
Ｄ
や
パ

ス
ワ
ー
ド
の
管
理
等
、
負
担
も
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
増
加
に
伴
い
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
強
化
の
必
要
性
が
大
き
な
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
履
修
手
続
き
や
成
績
登
録
等
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
併
せ
て
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
安
全
性
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
個
人
情
報
保
護
法

に
つ
い
て
は
施
行
前
よ
り
、
様
々
な
問
題
と
憶
測
が
飛
び
交
っ
て
い

ま
し
た
。
本
学
教
務
に
お
い
て
は
個
人
情
報
保
護
法
へ
の
対
応
を
検

討
し
、
次
の
よ
う
な
対
応
と
す
る
こ
と
を
前
提
に
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
法
へ
の
恐
れ
、
つ
ま
り
情
報
を
保
護
す
る
こ
と
に

重
点
を
置
き
過
剰
保
護
を
す
る
こ
と
が
個
人
情
報
保
護
法
の
本
質
で

は
な
い
。
個
人
情
報
保
護
法
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

①
個
人
情
報
の
背
景
に
あ
る
個
人
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り

つ
つ
、
有
用
な
情
報
の
流
通
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
。

②
野
放
図
な
氾
濫
で
は
な
く
水
路
を
整
え
漏
洩
を
防
ぐ
体
制
を
確

立
す
る
こ
と
。

③
個
人
情
報
に
つ
い
て
自
己
責
任
・
自
己
管
理
の
意
識
を
確
立
さ

せ
る
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
、
自
分
の
情
報
は
自
分
で
管
理
し
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
や
教
職
員
が
個

人
情
報
等
に
対
す
る
考
え
を
見
直
す
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
さ
ら
に
個
人
情
報
保
護
法

の
開
示
請
求
へ
の
柔
軟
か
つ
安
全
な
対
応
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
導
入

の
手
段
が
あ
る
か
。

情
報
公
開
を
前
提
に
考
え
る
と
、
例
え
学
生
証
を
Ｉ
Ｃ
化
し
て
も
、

落
と
し
て
し
ま
え
ば
な
り
す
ま
し
が
可
能
と
な
る
た
め
、
公
開
の
た

め
に
は
、
個
人
を
特
定
で
き
る
生
体
認
証
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
必

要
不
可
欠
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
は
生
体
認
証
の
シ
ス
テ
ム

の
導
入
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま

し
た
。

タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
、
学
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
リ
プ
レ
イ
ス
が
行

わ
れ
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
環
境
が
整
い
、
教
務
と
し
て
も
よ
り
い
っ
そ
う

学
生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

生
体
認
証
に
つ
い
て
も
、
金
融
機
関
で
、
い
ち
早
く
導
入
及
び
運
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さ
ら
に
、
大
学
全
体
の
情
報
環
境
に
つ
い
て
も
本
格
的
に
学
内
の

Ｉ
Ｔ
関
連
の
整
備
が
始
ま
り
、
二
〇
〇
五
年
四
月
よ
り
、
直
収
型
光

フ
ァ
イ
バ
ー
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｄ
）
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
運
用
さ
れ
学
内
の
情
報
環
境

が
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
期
に
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
、
情
報
保
護
の
意
識
が

高
ま
る
中
、
情
報
を

単
に

�守
る

�だ
け
で
な
く
、

�利
用
す
る

�

こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
た
本
学
で
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
学
生

証
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
し
、
各
種
照
会
作
業
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
に
行
え

る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
学
生
へ

の
利
便
性
の
提
供
と
と
も
に
、
個
人
情
報
に
関
す
る
意
識
向
上
と
い

う
教
育
的
側
面
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
の
試
行
で
も
あ
り
ま
し
た
。

本
学
学
生
の
進
路
を
考
え
る
と
、
そ
う
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
意

識
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

二
静
脈
認
証
Ｉ
Ｃ
学
生
証
導
入
の
経
緯
（
個
人
情
報
保
護
へ
の
取

組
）

学
生
証
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
理
事
、

事
務
局
ト
ッ
プ
よ
り
検
討
を
示
唆
さ
れ
調
査
・
検
討
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
当
時
の
学
内
の
情
報
環
境
を
考
え
る
と
学
生
証
を
磁
気
カ
ー

ド
か
ら
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
す
る
必

然
性
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
（

磁
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の
み
が
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い

・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
脆
弱
性
は
明
ら
か

・
Ｐ
Ｋ
Ｉ
に
よ
る
認
証
に
必
要
な
「
秘
密
鍵
」
は
本
人
の
み
が
使

え
る
が
、
秘
密
鍵
を
も
っ
て
い
る
の
が
本
当
に
本
人
な
の
か
を

認
証
で
き
な
い

・
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
場
合
も
必
ず
紛
失
・
盗
難
・
破
損
等
が
起
こ
り

う
る

パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
に
つ
い
て
は
非
常
に
簡
単
で
同
じ
も
の
を
利
用

す
る
傾
向
が
強
く
、
本
人
を
特
定
す
る
た
め
に
は
生
体
認
証
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

生
体
認
証
に
つ
い
て
は
現
在
、
指
紋
、
掌
形
、
顔
、
署
名
、
音
声

（
声
門
）、
手
の
ひ
ら
静
脈
、
匂
い
、
歩
き
方
等
、
様
々
な
シ
ス
テ
ム

と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
生
体
認
証
は
指
紋
が
最
も
一

般
的
で
導
入
コ
ス
ト
も
安
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
静
脈

認
証
を
選
択
し
た
の
か
。

指
紋
登
録
に
対
す
る
抵
抗
感
（
犯
罪
等
の
イ
メ
ー
ジ
）
、
留
学
生

の
指
紋
押
印
問
題
等
、
よ
い
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
指
紋

登
録
に
心
理
的
な
抵
抗
感
を
も
つ
ユ
ー
ザ
ー
が
多
い
と
い
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
し
た
。

静
脈
認
証
で
は
、
個
人
個
人
の
手
の
ひ
ら
静
脈
情
報
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
内
に
格
納
す
る
た
め
、
学
内
サ
ー
バ
に
生
体
情
報
を
保
持
せ
ず
高

度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
実
現
で
き
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
が
完
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
カ
ー
ド
に
対
す
る
個
人
個
人
の
自

己
管
理
意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
指
紋
と
違
い
、
静
脈

情
報
は
本
人
も
確
認
で
き
な
い
が
、
本
人
を
特
定
す
る
事
が
可
能
で

あ
り
、
セ
ン
サ
ー
が
非
接
触
型
で
あ
る
こ
と
で
、
心
理
的
な
障
壁
や
、

衛
生
面
の
問
題
の
緩
和
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
想
定
さ
れ
、
今
後
、
金

融
機
関
で
の
利
用
で
汎
用
性
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

現
時
点
の
技
術
等
を
考
え
る
と
手
の
ひ
ら
静
脈
認
証
が
安
全
か
つ

確
実
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

認
証
技
術
に
何
を
選
ぶ
か
は
、
コ
ス
ト
・
安
全
性
・
利
便
性
、
社

会
的
な
受
容
性
及
び
大
学
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
見
合
う
も

の
を
選
ぶ
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

四
シ
ス
テ
ム
の
概
要

教
育
現
場
と
し
て
、
学
生
か
ら
預
か
っ
て
い
る
個
人
情
報
を
速
や

か
に
確
実
に
開
示
請
求
に
応
じ
る
必
要
が
あ
り
、
専
用
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｋ

端
末
を
開
発
し
、
二
〇
〇
五
年
七
月
に
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
学
生
は
、
大
学
に
預
け
て
い
る

個
人
情
報
（
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
履
修
・
成
績
・
学
生
住
所
、

保
証
人
氏
名
・
保
証
人
住
所
…
）
を
直
接
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
問
い
合
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用
さ
れ
て
い
る
「
手
の
ひ
ら
静
脈
認
証
技
術
」
が
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
内
に

搭
載
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に

F
eliC

a
（

フ
ェ
リ
カ
）
の
Ｏ
Ｓ
が

搭
載

さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の

デ
ュ

ア
ル
イ
ン

タ
ー

フ
ェ
イ
ス
「

ja
v
a
カ
ー

ド
」
が
利
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

技
術
面
で
の
環
境
も
整
い
、
各
種
諸
条
件
に
つ
い
て
の
問
題
点
が

ク
リ
ア
で
き
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
時
点
で
学

生
証
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
す
る
と
と
も
に
生
体
認
証
の
導
入
が
確
定
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
技
術
面
で
の
問
題
解
決
と
と
も
に
、
静
脈
認
証
Ｉ
Ｃ
学
生

証
導
入
に
伴
い
、
以
下
の
問
題
点
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
個
人
認
証
等
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
と
の
融
合

②
図
書
館
、
証
明
書
自
動
発
行
機
等
の
既
存
シ
ス
テ
ム
利
用
が
可

能

③
学
生
証
と
し
て
多
目
的
か
つ
汎
用
的
に
利
用
可
能

④
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
し
て
用
途
に
よ
り
接
触
、
非
接
触
が
利
用
可
能

⑤
出
欠
管
理
、
Ｐ
Ｃ
ロ
グ
イ
ン
、
Ｐ
Ｋ
Ｉ
な
ど
、
将
来
の
拡
張
に

対
応
可
能

⑥
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
（
暗
号
化
、
生
体
認
証
の
利
用
）

⑦
個
人
情
報
保
護
の
開
示
請
求
へ
の
対
応

高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保
障
す
る
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
る
生

体
認
証
は
、
今
後
よ
り
活
用
さ
れ
、
日
常
生
活
に
浸
透
し
て
い
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
動
向
に
合
わ
せ
て
大
学
や
教
育
機
関
で

の
利
用
事
例
も
増
し
て
い
く
可
能
性
が
高
く
、
最
新
技
術
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
「
手
の
ひ
ら
静
脈
認
証
技
術
」
が
搭
載
さ
れ

た
学
生
証
は
、
高
度
情
報
化
社
会
の
最
新
技
術
、
問
題
点
を
学
生
が

自
ら
学
び
、
学
生
時
代
に
体
験
及
び
実
践
で
き
る
環
境
を
学
内
に
構

築
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
。

三
な
ぜ
静
脈
認
証
を
導
入
し
た
の
か

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
以
前
は
、
学
生
証
に
磁
気
ス
ト
ラ
イ
プ
を
併
設

し
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
磁
気
カ
ー
ド
は
、
昨
今
テ
レ
ビ
や
新
聞
等

で
磁
気
ス
ト
ラ
イ
プ
の
ス
キ
ミ
ン
グ
被
害
等
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
保
持

に
つ
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
そ
の

よ
う
な
情
報
社
会
情
勢
を
鑑
み
、
本
学
の
学
生
に
個
人
が
自
己
責
任

に
よ
り
個
人
情
報
を
管
理
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
、
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
及
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
意
識
改
革
、
個
人
情
報
の
大
切

さ
を
十
分
認
識
さ
せ
る
意
味
を
込
め
て
学
生
証
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
す
が
、
な
ぜ
生
体

認
証
を
静
脈
認
証
と
し
た
の
か
を
以
下
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

生
体
認
証
の
必
要
性
と
し
て
以
下
の
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

・
ア
ク
セ
ス
管
理
に
は
古
く
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
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ま
す
と
、
接
触
と
非
接
触
の
両
機
能
（
F
eliC
a
＋
接
触
型
）
を
持
ち

合
わ
せ
た
「
F
eliC
a
デ
ュ
ア
ル
Ｉ
／
Ｆ
カ
ー
ド
J
a
v
a
版
（
一
チ
ッ

プ
）
」
と
し
ま
し
た
。
今
後
は
非
接
触
型
の
F
eliC
a
が
主
流
に
な
る

と
考
え
、
ク
ロ
ス
ア
ク
セ
ス
機
能
（
接
触
／
非
接
触
の
各
Ｏ
Ｓ
を
、

接
触
Ｉ
／
Ｆ
・
非
接
触
Ｉ
／
Ｆ
か
ら
柔
軟
に
利
用
可
能
）
を
備
え
た

一
チ
ッ
プ
と
し
（
エ
ン
コ
ー
ド
の
問
題
）
、
さ
ら
に
生
体
認
証
を
前

提
（
カ
ー
ド
に
右
手
と
左
手
の
両
方
の
静
脈
形
態
の
デ
ー
タ
を
登
録
。

片
手
で
一
Ｋ
バ
イ
ト
、
合
計
二
Ｋ
バ
イ
ト
の
容
量
）
と
し
ま
し
た
の

で
、
豊
富
な
Ｒ
Ｏ
Ｍ
容
量
の
確
保
（
E
E
P
R
O
M
サ
イ
ズ
が
三
二

Ｋ
バ
イ
ト
）
と
と
も
に
将
来
に
お
い
て
の
高
コ
ス
ト
パ
ー
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
も
望
め
た
か
ら
で
す
。

（
二
）
情
報
キ
オ
ス
ク
端
末
（
K
IS
S
：
K
y
o
u
m
u
In
tera
ctiv
e

S
u
p
p
o
rt
S
y
stem

）

汎
用
の
情
報
キ
オ
ス
ク
端
末
に
改
良
を
加
え
、
非
接
触
型
手
の
ひ

ら
静
脈
認
証
装
置
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
が
五
台
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

情
報
キ
オ
ス
ク
端
末
で
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
通
し
て
各
種
情
報
の

閲
覧
操
作
が
行
え
、
画
面
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
が
貼
ら

れ
て
お
り
、
の
ぞ
き
込
み
防
止
対
策
も
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
生
か
ら
預
か
っ
て
い
る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
に
速
や
か
に
確

実
に
応
じ
る
為
、
情
報
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
端
末
で
、
非
接
触
型
手
の
ひ
ら
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わ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

同
年
九
月
に
は
、
こ
の
静
脈
認
証
技
術
を
応
用
し
学
生
が
授
業
科

目
の
登
録
（
履
修
）
を
行
う
際
に
窓
口
で
の
Ｐ
Ｃ
ロ
グ
イ
ン
に
手
の

ひ
ら
静
脈
認
証
技
術
の
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
教
務

課
員
も
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
場
合
に
、
静
脈
認
証
を
利

用
し
Ｐ
Ｃ
ロ
グ
イ
ン
で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
配
置
さ
れ
た
情
報
キ
オ
ス
ク
端
末
及

び
Ｐ
Ｃ
端
末
に
ま
ず
Ｉ
Ｃ
学
生
証
を
読
み
込
ま
せ
、
次
に
取
り
付
け

ら
れ
た
非
接
触
型
の
静
脈
セ
ン
サ
ー
に
手
を
か
ざ
し
て
、
静
脈
形
態

を
読
み
取
ら
せ
認
証
を
行
う
方
法
を
取
っ
て
い
ま
す
。

（
一
）
Ｉ
Ｃ
学
生
証

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
取
組
を
迫
ら
れ
、
Ｐ
Ｋ
Ｉ
、
生
体

認
証
、
人
退
室
管
理
や
Ｐ
Ｃ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
、
シ
ス
テ
ム
ご
と
に
複
数
の
Ｉ
Ｄ
を
使

い
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
管
理
が
煩
雑
化
す
る
こ
と
が
課
題
で
し

た
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
一
枚
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
、
安
全
・

安
心
・
便
利
な
機
能
を
実
現
す
る
最
適
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
前
提

と
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
も
様
々
な
種
類
の
物
が
あ
る
こ
と
は
既
に
ご
存
知

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
本
学
で
導
入
し
た
タ
イ
プ
の
み
を
申
し
上
げ
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の
意
味
を
考
え
て
、
必
要
な
認
証
を
行
う
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
こ

と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
レ
ベ
ル
差
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生

が
個
人
情
報
に
つ
い
て
興
味
を
示
し
静
脈
認
証
に
疑
問
を
持
つ
き
っ

か
け
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
事
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
と
も
に
環
境
を
用
意
し
ま
し
た
。

本
学
の
学
生
に
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
及
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の

意
識
改
革
、
個
人
情
報
の
大
切
さ
を
十
分
認
識
さ
せ
る
意
味
を
込
め

て
、
学
生
証
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
も
理
由

の
一
つ
で
す
。

六
お
わ
り
に
―
今
後
の
展
開

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
取
組
で
す
が
、
既
に
学
内
で
個
人
認
証

が
必
要
と
な
る
箇
所
で
支
障
な
く
運
用
が
行
わ
れ
て
お
り
、
実
用
性

の
高
い
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
し
た
時
に
は
事
務
局
と
し
て
も
、
対
応
に
つ
い
て
様
々

な
状
況
を
考
え
構
え
て
い
た
の
で
す
が
、
拍
子
抜
け
す
る
ほ
ど
粛
々

と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
前
例
の
な
い
取
組
で
あ
る
と
と
も
に
、
対

応
し
て
い
た
だ
い
た
各
企
業
か
ら
も
最
新
技
術
の
提
供
を
お
願
い
し

た
関
係
で
、
そ
の
調
整
に
若
干
の
手
間
を
取
り
ま
し
た
。
機
器
等
に

つ
い
て
も
金
型
か
ら
の
作
成
で
し
た
の
で
確
認
や
立
ち
会
い
が
大
変

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
当
初
よ
り
上
記
に
記
載
し
ま
し
た
よ

う
に
前
例
の
な
い
も
の
で
す
の
で
、
段
階
を
踏
ん
で
の
開
発
と
し
ま

し
た
。

【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
】

静
脈
認
証
Ｉ
Ｃ
学
生
証
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
構
築
[イ
ン
フ
ラ
]

（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
運
用
管
理
シ
ス
テ
ム
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

発
行
シ
ス
テ
ム
）

・
学
内
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
盤
の
整
備
（
静
脈
認
証
シ
ス
テ
ム
、

Ｐ
Ｃ
ロ
グ
オ
ン
シ
ス
テ
ム
）

【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
２
】

学
生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
事
務
作
業
効
率
化

（
証
明
書
自
動
発
行
シ
ス
テ
ム
、
出
席
管
理
シ
ス
テ
ム
、
図
書
貸
出

シ
ス
テ
ム
、
成
績
等
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
）

【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
３
】

学
生
生
活
支
援
拡
充
（
学
生
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
、
入
退
室
管
理
シ

ス
テ
ム
）

こ
の
原
稿
が
掲
載
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
シ
ス

テ
ム
が
稼
働
予
定
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
計
画
の
中
に
キ
ャ
シ
ュ
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静
脈
認
証
を
行
い
、
学
生
情
報
や
成
績
情
報
等
の
個
人
情
報
の
閲
覧

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
証
明
書
発
行
機
な
ど
二
次
的
な
シ
ス

テ
ム
を
用
い
て
個
人
情
報
の
照
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
事
務
処

理
さ
れ
た
個
人
情
報
を
即
時
に
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

（
三
）
Ｐ
Ｃ
端
末
で
の
認
証

履
修
登
録
及
び
確
認
用
シ
ス
テ
ム
の
Ｐ
Ｃ
の
ロ
グ
イ
ン
に
も
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
津
田
沼
・
芝
園
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
各
一
〇
台
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
履
修
登
録
は
、
一
度
目
の
仮
登
録
の
後
、
授
業

の
配
置
調
整
を
行
い
、
二
度
目
の
履
修
登
録
と
し
て
、
履
修
の
確
認
、

訂
正
、
追
加
、
削
除
と
な
り
ま
す
。
一
度
目
の
登
録
作
業
は
Ｗ
ｅ
ｂ

を
通
し
て
学
外
の
Ｐ
Ｃ
か
ら
で
も
行
え
ま
す
が
、
二
度
目
に
つ
い
て

は
事
務
室
の
手
の
ひ
ら
静
脈
認
証
を
利
用
す
る
Ｐ
Ｃ
に
よ
っ
て
、
本

人
で
な
け
れ
ば
変
更
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
教
務
課
や
会
計
課
の
Ｐ
Ｃ
を
利
用
す
る
際
に
も
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
の

起
動
時
、

離
席
後
の

再
ロ
グ
イ
ン
時
に

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
ロ
グ
イ
ン
認
証
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

職
員
向
け
静
脈
認
証
は
職
員
の
個
人
情
報
へ
の
意
識
の
向
上
と
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

五
教
育
機
関
と
し
て
の
取
組

本
学
は
工
科
系
な
の
で
、
卒
業
後
、
個
人
情
報
や
情
報
の
取
り
扱

い
、
ま
た
情
報
を
保
護
、
流
通
さ
せ
る
た
め
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術

に
関
わ
る
仕
事
に
就
く
可
能
性
が
高
い
た
め
、
教
育
機
関
と
し
て
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
個
人
情
報
や
生
体
認
証
を
含

む
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
考
え
方
を
学
生
生
活
の
中
で
体
験
を
し
、
自
ら

考
え
る
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
と
は
何
な
の
か
、
誰
が
保
護

す
る
の
か
、
我
々
の
日
々
の
く
ら
し
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
、

学
生
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
よ
う
に
学
内
に
個
人
情
報
の
レ
ベ
ル
に

合
っ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
環
境
を
作
り
、
学
生
生
活
の
中
で
、
情
報

の
重
要
性
や
最
新
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
直
接
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
意
識
の
向
上
や
重
要
性
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
考
え
、
疑
問
を

持
つ
よ
う
な
環
境
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。

す
べ
て
の
状
況
に
お
い
て
、
静
脈
の
認
証
を
行
う
よ
う
な
状
況
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
の
持
つ
重
要
性
が
不
明
瞭
に

な
る
の
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高
い
も
の
は
静
脈
認
証
を
使
い
、
レ

ベ
ル
に
よ
り
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
や
学
生
証
の
み
で
の
利
用
環
境
を
構
築
し

て
い
ま
す
。
コ
ス
ト
、
手
間
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
場
面
、
場
面
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レ
ス
の
シ
ス
テ
ム
が
な
い
点
に
つ
い
て
疑
問
に
思
わ
れ
る
方
も
い
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
本
学
の
地
理
的
状
況
（
両
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も

Ｊ
Ｒ
の
駅
前
）
を
考
え
ま
す
と
学
内
で
電
子
マ
ネ
ー
が
利
用
で
き
る

環
境
は
必
要
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
大
学
独
自
で
は
な
く
、
S
u
ica

や
E
d
y
な
ど
社
会
と
の
関
わ
り
を
考
え
、
環
境
を
与
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
先
端
の
技
術
を
導
入
し
教
育
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
は
必
要

で
す
が
、
学
生
証
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
四
年
間
と
い
う
限
定
さ
れ
た

期
間
で
の
利
用
で
あ
り
、
そ
の
場
そ
の
場
で
の
適
正
を
図
り
、
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
い
、
柔
軟
な
シ
ス
テ
ム
が
望
ま
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
大
学
の
教
育
改
善
は
教
職
員
一
人
ひ
と
り

の
志
の
高
さ
で
決
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
善
が
重
要
で
あ
り
、
学
生
に

自
主
的
な
行
動
を
促
す
と
と
も
に
教
職
員
に
も
積
極
的
な
行
動
が
求

め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

特集・情報化と学生支援

大学と学生 2007.9 46


